
「メルキゼデクの祭司職」         2026 年 09月 02日 

このメルキゼデクはサレムの王であり、いと高き神の祭司でしたが、王たちを討ち破っ

て帰って来たアブラハムを出迎えて祝福しました。アブラハムは、メルキゼデクにすべて

のものの十分の一を分け与えました。メルキゼデクという名の意味は、第一に「義の王 」、

次に「サレムの王 」、 つまり「平和の王」です。彼には父もなく、母もなく、系図もなく、

また、生涯の初めもなく、命の終わりもなく、神の子に似た者であって、永遠に祭司です。

この人がどんなに偉大かを考えてみなさい。族長のアブラハムが最上の戦利品の中から十

分の一を彼に与えたのです。さて、レビの子らの中で祭司職を受ける者は、同じアブラハ

ムの子孫でありながら、兄弟である民から十分の一を取るように、律法で命じられていま

す。ところが、レビ族の系図にない者が、アブラハムから十分の一を受け取り、約束を受

けた者を祝福したのです。下の者が上の者から祝福を受けるのは、当然のことです。一方

では、死ぬべき人間が十分の一を受け、他方では、「彼は生きている」と証しされている

人が受けるのです。そこで、言うならば、十分の一を受け取るレビもまた、アブラハムを

通して、十分の一を納めたことになります。メルキゼデクがアブラハムを出迎えたとき、

レビはまだこの父の腰の中にいたからです。（ヘブライ 7:1 ～ 10） 

 

著者はメルキゼデクについて語っている。「メルキゼデクはサレムの王であり、いと高

き神の祭司でした 」、 「メルキゼデクという名の意味は、第一に『義の王 』、 次に『サレ

ムの王 』、 つまり『平和の王』です 。」 メルキゼデクは「神の祭司 」、 つまり、神と人と

の間に立って執り成す者で、義の王、平和の王である。「彼には父もなく、母もなく、系

図もなく、また、生涯の初めもなく、命の終わりもなく、神の子に似た者であって、永遠

に祭司です」と説明している。ヨルダン川流域のケドルラオメル王ら 4 人の王たちと、ソ

ドム、ゴモラの王ら 5 人の王たちが戦を始め、ソドム、ゴモラの王たちは敗北した。ソド

ムに住んでいたアブラハムの甥ロトは財産もろとも連れ去られた。アブラハムは訓練され

た 380 人を招集し、夜討ちをかけて、敵の王たちを襲い、ロトと財産を取り戻し、戦利品

を持ち帰った。その時、メルキゼデクはアブラハムを出迎え、祝福した。アブラハムはメ

ルキゼデクに最上の戦利品の中から、十分の一を献げた。このことから、メルキゼデクが

いかに偉大な祭司であるかが分かると言う。祭司の職を受けたレビ族は、嗣業の土地を与

えられなかったので、アブラハムの子孫である他の11部族から十分の一を受け取るように、

律法によって命じられている。  12 部族ができる前に、メルキゼデクはアブラハムから十

分の一を受け、アブラハムを祝福した。祝福は上の者が下の者にするもので、祝福を受け

たアブラハムは当然下の者である。人間であり、死ぬはずのレビ族の祭司たちが受けてい

る十分の一を、「彼は生きている」と証しされたメルキゼデクが受けている。これはレビ

族がアブラハムを通してメルキゼデクに十分の一を納めたことになると言う。なぜなら、

メルキゼデクがアブラハムを出迎えたとき、レビは父の腰の中にいて、まだ、生まれてい

なかったからである。著者は、律法以前に存在したメルキゼデクは、律法によって確立し

たレビ族の祭司職を凌駕する永遠の祭司職を持つと言っている訳である。著者自身が、

「容易に説明できません（ 5:11 ）」 と言っているように、メルキゼデクは突然現れ、素生

が分からず、理解し難い。しかし聖書では、彼を神の子のような永遠の祭司と位置づけて

いる。主イエスは、そのメルキゼデクに連なる大祭司であると告げている。 


